
 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「学びを活かして 自他の考えや思

いを大切に聴き わかりやすく伝える  阿南っ子」を達

成するため、育成を目指す資質・能力を「聴く力・伝

える力」と定め、校内研究「考えをわかりやすく伝え

ることができる子どもの育成～算数科における ICT

の活用～」と連動しながら日常的に実践しています。  

本校は、４点セットについて毎月検証を行っています。その際、全職員がそれぞ

れの困りを本音で出し合うことで、より具体的な方策を決めたり、学年ごとに目標

を設定するようになったそうです。また、日常でも困ったことがあれば「大きな独

り言」を言うことで、職員どおしで助け合っているようです。小規模校の強み、そ

れぞれの職員の長所を活かした共同的な実践が素晴らしいと思いました。  

 

授業から学ぶ 
研究主題にもあるように、伝

える力を育成するためのＩＣＴの効果的な活用については、これまで実践してきた

ペアやグループ学習と組み合わせることで、多くの学校、特に小規模校においては

大きな可能性があると感じました。 

今後は、子どもどうしの学び合いの場を数多く行う等、

挙手する子どもだけでなく全員が説明に参加できるような

工夫をされると良いと思います。  

その際、教師は全体を俯瞰的に見ることで、それぞれの

グループの良さや進捗について形成的な評価を行い、 

次への活動につな

げると良いと思い

ました。 

令和４年度 大分教育事務所 所長通信     No,57 

2022，10,14 
文責:山香 昭 

学校訪問シリーズ 35 

由布市立阿南小学校から学ぶ 


